
 

 

 

 

 

●受益者負担金（分担金）とは？ 

 下水道が整備されることにより、台所・トイレ等が水洗化され、より快適な生活 

が出来るようになり、土地の付加価値も高まることになります。 

 一般の公共施設（道路・公園等）は利用者が不特定多数であることから、通常全 

額市費で建設されておりますが、下水道事業のように限られた区域内のみに建設費 

用を全額市費で賄うことは、下水道が整備出来ない区域との負担の公平を欠くこと 

になります。 

 このようなことから、下水道区域内の受益者の皆さんに下水道の建設費の一部を 

負担して頂くのが受益者負担金（分担金）です。 

 

●受益者負担金（分担金）を納めていただく人は？ 

 公共下水道事業坂本処理区、特定環境保全公共下水道事業各処理区は下水道受益 

者負担金または分担金が建物に賦課されます。対象箇所の建物所有者が納めていた 

だく方（受益者）になります。ただし、その建物が第３者所有の物であったりして 

賃貸借の権利が発生する場合においては、その権利者との話し合いによって受益者 

を決めていただき、申告をしてください。 

 

●受益者負担金（分担金）の額は？ 

 本市の公共下水道事業坂本処理区及び特定環境保全公共下水道事業各処理区は汚 

水処理のみの事業であり、各家庭が利益を等しく受けており、県下の状況を見ても 

建物所有者に賦課するとこが一般的であるため、建物に賦課する方式を採用してい 

ます。 

 一般住宅は一律３０万円、一般住宅以外の場合は延床面積や定員などをもとに負 

担金額を算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受益者負担金（分担金）とは？ 



負担金（分担金）の額 

建 物 用 途 人    数 負 担 金 額 

一般家庭 １戸あたり ３００，０００円 

店 舗 

飲食店 

喫茶店 

１０人まで ３００，０００円 

１１人～３０人 ４００，０００円 

３１人～５０人 ４５０，０００円 

５１人～１００人 ５００，０００円 

１０１人～２００人 ６００，０００円 

２０１人以上 ７００，０００円 

ホテル 

旅 館 

民 宿 

２０人まで ４００，０００円 

２１人～４０人 ５００，０００円 

４１人～６０人 ６００，０００円 

６１人以上 ７００，０００円 

工 場 

事務所 

共同住宅 

１０人 ３５０，０００円 

１１人～３０人 ４００，０００円 

３１人～５０人 ４５０，０００円 

５１人～１００人 ５５０，０００円 

１０１人～１５０人 ８００，０００円 

 

１５１人以上 

人数が５０人を超えるごとに 

８００，０００円に 

５００，０００円を加えた額 

備考：この表において人数とは、日本工業規格「建築物の用途別によるし尿浄化槽 

   の処理対象人員算定基準（ＪＩＳＡ３３０２）」により算定された処理対象 

   人員をいう。ただし、市長が必要と認めた場合は、補正を加えることができ 

   ものとする。 

 

●納付方法 

 納付方法は負担金（分担金）を５年に分割し、さらに１年を４期に分けて５年間 

２０期で納めていただく分割納付と、負担金（分担金）を一度に支払っていただく 

一括納付が選択できます。 

 坂本処理区と苗木処理区において一括納付を選択していただいた場合は、負担金 

（分担金）の１３．５％の報奨金が交付されます。 

         負担金の納付 

第１期 6月1日～6月30日まで 

第２期 9月1日～9月30日まで 

第３期 11月1日～11月30日まで 

第４期 翌年2月1日～2月末日まで 

 


